
氏名 高橋　博子

所属学会

研究課題

【教育上の特記事項】

【社会的活動】

zoom で開催している学会や研究会を学生に案内した。

 明治学院大学国際平和研究所研究員　南山大学大学院非常勤講師　日本平和学会理事　日本
パグウォッシュ会議運営委員　TSS番組『誰がための放影研』出演・協力　NHKスペシャル『 証言と
映像でつづる原爆投下・全記録』資料提供　広島平和記念資料館資料調査研究会委員　都立第
五福竜丸展示館専門委員

【学内活動】
（学内職歴を含む）

紀要編集実行委員会

博士（文化史学）

アメリカ史、グローバルヒバクシャ研究

最終学歴

【研究上の特記事項】 基盤研究（B）『放射性物質の政治文化史に関する国際比較』（研究分担者）

専門分野

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目

令　和　２　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

文化史学会会員
日本アメリカ学会会員
日本平和学会会員
日本アメリカ史学会会員
日本国際政治学会会員
同時代史学会会員
日本科学史学会会員
Organization of American Historians　会員

同志社大学文学研究科博士後期課程

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

授業科目

学部担当科目

・基礎演習II
・西洋史演習I(三）
・西洋史演習I I(三）
・史料購読I（三）
・史料購読II（三）
・西洋史特殊講義（十二）
・西洋史購読II（三）
・国際交流史基礎講義 I



共著

単著

共著

単著

単著

単著

単著

2020年8月

日本西洋史学会

原水爆禁止２０２０世界
大会　科学者集会in
福井

2020年9月

AAS-in -Asia 2020

日本科学史学会第６７
回年会代替シンポ

２０２０年度　科学技術
社会論学会年次学術
大会

昭和堂2021年3月

『日本の科学者』
Vol.56 　日本科学者
会議　（査読あり）

2020年12月

2020年8月

著書､学術論文等の名称
単著､
共著
の別

米国をはじめ核保有国・核依存国は、
高核出力兵器（High Yield Weapon）に
対する低核出力兵器(Low Yield
Weapon)を「小型核」と称して、「使える
核」という表現を使っている。しかし、こ
の表現は広島・長崎の原爆による放射
性降下物の否定の上に築かれてきた。
本稿では、広島・長崎の被ばく、残留放
射線・内部被ばくを無視したこの言説の
問題を、歴史にさかのぼって検証した。

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

2020年1月

（学術論文）

（著書）

①『核と放射線の現代史：開発
被曝　抵抗』

研究業績[著書、学術論文等]

概　　　　　　　要

Association for Asian Studies in Asia
2020 神戸からオンラインで開催され、
原爆使用から７５周年をテーマにした
セッションで討論者（Discussant)として
参加した。

日本科学史学会第６７回年会は中止と
なったため、「放射線防護とは何かーー
ICRP韓国の歴史と福島原発事故の教
訓」シンポは９月１３日にオンライン開催
となった。

（学会発表）

2020年12月

①小型核の歴史的検証

米国をはじめ核保有国・核依存国は、
高核出力兵器（High Yield Weapon）に
対する低核出力兵器(Low Yield
Weapon)を「小型核」と称して、「使える
核」という表現を使っている。しかし、こ
の表現は広島・長崎の原爆による放射
性降下物の否定の上に築かれてきた。
本講演では、広島・長崎の被ばく、残留
放射線・内部被ばくを無視したこの言説
の問題を、歴史にさかのぼって検証し
た。

小シンポジウム「核時代の可視化を目
指してー放射性物質の政治文化史ー」
で、ビキニ水爆被災後の米本土での原
爆実験とその被曝問題について報告し
た。

⑤小型核の歴史的検証

②　ICRPの歴史と報告書改訂
草案の問題点

①　Residues of Hiroshima 75
Years on: Nuclear
Tests, Trauma, Identity, and
the Ending of the War
discussant

③　広島・長崎・ビキニ・グロー
バルヒバクシャにとっての判決
の意義

④１９５５年米核実験ティーポッ
ト作戦におけるヒバクシャ

情報公開請求で外務省から２０１８年に
入手したアリソン・重光会談文書を中心
に、ビキニ水爆被災問題の日米政治決
着の真相を検証した。

セッション「「黒い雨訴訟」判決・訴訟は
何を意味するのか１」で、黒い雨訴訟の
意義について、歴史的観点から報告し
た。



共著

単著

共著

単著

共著

共著

オンラインで開催された明治学院大学
国際平和研究所主催のニューヨーク州
立大学オルバニー校名誉教授のローレ
ンス・ウィットナー氏の”The Prospect for
Advances in Nuclear Disarmament; The
New Posuture of the U. S. Government
and Its Limits"と題した公演に対して、
核兵器禁止条約をめぐる日本政府や世
論の観点からコメントを行なった。

⑥ローレンス・ウィットナー氏講
演コメント

2021年3月 明治学院大学

2021年3月

北九州市立大学（オン
ライン）

奈良歴史研究会２月例
会（オンライン）

日本弁護士連合会

長崎大学

UCLA 　日本学術振興
会（オンライン）

2021年1月

2021年2月

2021年2月

2021年3月

UCLAと日本学術振興会などの共催の
"Next Generation Radiation
Governance" というワークショップシリー
ズで、放射線に関する史料をどのように
保全し共有してゆくのかについてのシン
ポジウムでパネリストを務めた。

２０２０年度学長選考型研究費「歴史の
当事者との対話による戦争・ヘイト・差
別問題の見つめ直し」（研究代表者:寺
田由美）の主催する宮本ゆき米デュ
ポール大学准教授の講演「ジェンダー・
人種・平和ー核をめぐる語り」へのコメン
トを行なった。

情報公開請求で外務省から２０１８年に
入手したアリソン・重光会談文書を中心
に、ビキニ水爆被災問題の日米政治決
着の真相を検証した報告を行なった。

核兵器禁止条約が２０２１年１月２２日に
発効したことを踏まえ、同条約の意義を
検証し、署名と批准をめぐっての討論を
行なった。

⑤Radiation Archives, Past and
Future

①宮本ゆき氏講演コメント

③核兵器禁止条約について早
期の署名・批准を求めるシンポ
ジウム

長崎大学核兵器廃絶センター主催オン
ラインセミナーで、核兵器をめぐる日米
の世論調査について歴史的に検証した
報告を行なった。

（その他）

②ビキニ水爆被災問題政治決
着の史的検証ーアリソン・重光
会談文書を中心にー

④核兵器に対する日米世論と
核政策


